
  奈良県女性起業家奈良県女性起業家奈良県女性起業家奈良県女性起業家    インタビューインタビューインタビューインタビュー      渡邊渡邊渡邊渡邊    有佳子有佳子有佳子有佳子    さんさんさんさん    （アル建築設計）（アル建築設計）（アル建築設計）（アル建築設計）                       どんなどんなどんなどんな事業をしていますか事業をしていますか事業をしていますか事業をしていますか？？？？     生駒市で建築士事務所を開いています。住宅の設計や改修などを中心とし、関西全域からご依頼を受けています。  まずは、「住まい手（お客様）」の希望や暮らし方・将来像をヒアリングし、それぞれの暮らしに基づいた住まいの計画を一緒に進めます。計画ができたら、工事のための設計図書（図面）の作成、施工業者（建設会社）の選定を行い、工事が始まると図面の通りに工事が行われているかを確認する工事監理を行います。建物が完成したら検査を行いお客様へ建物が引き渡されるまでが仕事です。  仕事の中で大切にしていることは、「住む人・使う人にとって当たりまえのものを作ること」と、「地域や環境へ配慮すること」です。建物は住む人・使う人にとって、特別の空間ではなく暮らしに馴染むことが大切だと考えます。また、建築は周辺環境に少なからず影響を与えますし、反対に建物は周辺環境からの影響も受けます。お互いが共存していくために、周辺環境を読み解き、活かし合うことも大切だと考えています。  また、奈良県には素晴らしい技術と知恵により建てられた古い建物が多く残っており、それらを次の世代へ残すため、現在「なら・町家研究会」に所属し活動をしています。      起業のきっかけは何でしたか？起業のきっかけは何でしたか？起業のきっかけは何でしたか？起業のきっかけは何でしたか？     「阪神・淡路大震災」で多くの建物が倒壊し、街の機能が失われるのを目の当たりにしました。そのことで、建物が人の暮らしや活動の場として、とても大切なものであることに気づきました。  それから建築に携わる仕事をしたいと考え、完成予想図などを描く「建築パース」を学び、仕事に就くことができました。勤めていた建築設計事務所では設計の仕事を手伝うことも多かったので、夜間の建築系専門学校で建築設計を学び直すと、設計の仕事に面白さを感じ、二級建築士の資格を取得し建築設計の仕事をするようになりました。  実家が自営業だったこともあり、昔からいつかは独立すると自然に思っていたので、技術を身に着けることは大切だと思っていました。  家庭と一級建築士受験に専念するために勤めていた建築設計事務所を退社しましたが、自分のペースで仕事をする良いタイミングと考え思い切って起業しました。     起業してよかったこと、楽しかったことは何ですか？起業してよかったこと、楽しかったことは何ですか？起業してよかったこと、楽しかったことは何ですか？起業してよかったこと、楽しかったことは何ですか？     お客様と対等な立場でじっくり話し合い、自分の考えやアイデアを 直接お客様に届けることができることです。  自分ですべて判断しないといけないので責任は重いですが、とてもやりがいがあります。  また、自分の興味・関心のあるテーマで仕事を進められることも嬉しいです。    



   事業を拡大、または新サービス・商品を開発する中で乗り越えてきた課題は何ですか？事業を拡大、または新サービス・商品を開発する中で乗り越えてきた課題は何ですか？事業を拡大、または新サービス・商品を開発する中で乗り越えてきた課題は何ですか？事業を拡大、または新サービス・商品を開発する中で乗り越えてきた課題は何ですか？     建物を設計する際は、使う人も建つ場所も毎回違います。いつも新しい視点で企画できるように、技術や材料等の新しい情報を取り入れるようにしています。  また、建築設計の業務が一般の方にわかりにくいので、どのような考え方でどのように建物をつくっていくのかを理解していただくための情報発信を、ホームページやFacebookページで行っています。  施工中には予期しない出来事が起こることもあります。以前の工事現場では地下から大きな岩がでてきて、苦労したことがあります。施工業者や構造の専門家、石職人さんなどに相談して様々な方面の検討を行い解決しました。  幅広い人脈も大切なことだと学びました。   今後の夢、将来展望はどんな風にお考えですか？今後の夢、将来展望はどんな風にお考えですか？今後の夢、将来展望はどんな風にお考えですか？今後の夢、将来展望はどんな風にお考えですか？     町屋や古民家の再生・活用にさらに力をいれたいと考えています。  古い建物は、すばらしい技術と知恵の宝庫で、良い材料が使われていることも多いです。時間を重ねたことによる、なんともいえない風合いがあります。それらを活かしながら、今の生活に適した空間に再生したいと考えています。かつては当たりまえであった、修理しながら長く住み続けるという木造住宅の文化を微力ながら受け継ぎたいと思っています。  また、住宅を新築する場合にも、町家や古民家の良さを取込んだ提案を行いたいと考えています。自然を取込み、四季を感じ、便利すぎず快適な暮らしのため、町家や古民家の知恵を取り入れた住まいづくりを進めていきたいです。   ゆくゆくはスタッフを雇用し、自分の培った知識と技術、ものづくりの考え方を、伝えることができれば良いと考えています。   他の女性起業家・起業準備者へのメッセージをお願いします。他の女性起業家・起業準備者へのメッセージをお願いします。他の女性起業家・起業準備者へのメッセージをお願いします。他の女性起業家・起業準備者へのメッセージをお願いします。     起業というと大変なイメージですが、できることや可能性、知識は大きく広がります。自分のやりたいことを純粋に求めていけば、社会は応えてくれると思います。ぜひチャレンジしてみてください。  困ったときは、様々な相談窓口もありますので、活用すると良いと思います。        企業情報企業情報企業情報企業情報     商  号    アル建築設計 業  種    専門・技術サービス業  起業年    2007年 企業HP  http://www.ar-architect.com/ 所在地    〒630-0212 生駒市辻町 390-1-101  連絡先   0743-85-4327 


